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１．工事概要 

（１）発注者 近畿農政局 

（２）工事名 亀岡中部農地整備事業 桂川西工区橋梁上部工工事 

  （以下「橋梁上部工工事」という。） 

（３）工事場所 京都府亀岡市大井町並河荒内及び上溝地内 

（４）工事内容  

橋梁本体工（鋼製） １式  

・形式 プレートガーター、連続合成鋼鈑桁橋（3 径間） 

    ・橋長 132.00m、支間長 129.85m 

    ・総幅員 10.5m、有効幅員 9.5m 

 

 

２．経緯 

（１）優先交渉権者の選定※１及び特定※２の流れ 

  ① 公示内容等の検討     

   ↓    ← 学識経験者の意見聴取 

  ② 契約手続開始の公示・説明書の交付     

   ↓        

  ③ 技術提案書の提出     

   ↓    ← 学識経験者の意見聴取 

  ④ 優先交渉権者の選定及び 

     技術協力業務※３の契約締結 

    

   ↓        

  ⑤ 価格等交渉     

   ↓    ← 学識経験者の意見聴取 

  ⑥ 優先交渉権者の特定     

   ↓        

  ⑦ 見積合せの執行及び 

     橋梁上部工工事の契約締結 

    

図－１ 優先交渉権者の選定及び特定の流れ 

 

※１「優先交渉権者の選定」とは、技術協力業務の契約者、かつ、橋梁上部工工事に係る価格等について優先

して交渉を行う者を選定すること。 

※２「優先交渉権者の特定」とは、橋梁上部工工事の契約者を決定すること。 

※３「技術協力業務」とは、「桂川西工区橋梁技術協力業務」のこと。 
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（２）契約締結までの主な経緯 

橋梁上部工工事の主な経緯は、表－１のとおりである。備考に示す数字の各内容に関

する説明は、後段に記載している。 

 

表－１ 契約締結までの主な経緯 

日付 内容 備考 

令和３年 12 月７日 近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会（第

１回）（技術提案・交渉方式の適用、技術提案項目及び評価基準の

審査） 

 

１、２ 

令和３年 12 月 15 日 近畿農政局入札・契約手続審査委員会（公示内容の審査）  

令和３年 12 月 23 日 手続き開始の公示  

令和３年 12 月 23 日 

～令和４年１月 13 日 

参加資格確認申請書提出期間  

令和４年１月 14日 参加資格通知 ３ 

令和４年１月 14日 

～令和４年２月７日 

技術提案書提出期間  

令和４年２月９日 

 

技術提案書の提出者へのヒアリング  

令和４年２月 24日 近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会（第

２回）（技術提案書評価結果の審査） 

４ 

令和４年３月１日 近畿農政局入札・契約手続審査委員会（技術提案書評価結果確認、

優先交渉権者の選定） 

 

令和４年３月２日 優先交渉権者の選定通知 ５ 

令和４年３月 10日 技術協力業務の契約締結 

令和４年３月 30日 亀岡中部農地整備事業桂川西工区橋梁上部工製作据付工事に関す

る基本協定書の締結、同設計協力協定書の締結 

 

令和５年 11 月 13 日 価格等交渉 

 

６ 

令和５年 12 月 19 日 近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会（第

３回）（価格等交渉結果に対する意見聴取） 

７ 

令和５年 12 月 21 日 近畿農政局入札・契約手続審査委員会 

(価格等交渉の成立、優先交渉権者の特定） 

８ 

令和６年１月 17日 優先交渉権者に見積り依頼  

令和６年１月 25日 見積合せ ９ 

令和６年２月５日 工事請負契約締結  
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１発注方式の選定 

橋梁上部工工事は、国営亀岡中部土地改良事業計画に基づき、桂川西工区で整備される

ほ場での営農を実施するため、犬飼川と願成寺川を横断する橋梁上部工工事を行うもので

ある。 

橋梁上部工工事の施工に当たっては、本橋梁が亀岡市との共同事業による施設であり、

一般的な農道橋に比べて大規模な橋梁であること、また、 

(1)P2 橋脚から A2 橋台間（橋長 54.5m）が曲線区間となること、 

(2)縦断勾配が一部 2.5～７％程度と凸型となること、 

(3)横断勾配が A2 橋台付近で最大８％の片勾配となること、 

(4)出水期間（6 月 15 日から 10 月 15 日）は河川区域内に施工ヤードを確保できない、 

など、施工上の特殊な制約条件があり、通常の工法では施工条件を達成し得ないリスク

が大きく、その状況に応じた施工者独自の高度な工法等の活用が必要であると判断した。 

このため、「技術提案・交渉方式の活用ガイドライン」（農林水産省大臣官房参事官（経

理）平成 28 年８月）に基づき、設計段階から施工者のノウハウ等を活用する発注方式（技

術提案・交渉方式（技術協力・施工タイプ））を採用し、技術提案に基づき選定された優先

交渉権者と技術協力業務の契約を締結し、別の契約に基づき実施している設計に技術協力

業務の内容を反映させながら価格等の交渉を行い、交渉が成立した場合に施工の契約を締

結するものである。 

 

２技術提案の内容 

技術提案項目は、現場特性を勘案の上、３課題、６項目の提案を求めることとし、項目

別の評価基準及び配点を「技術提案書評価基準」（表－２）として定め、公示説明書に提示

した。 

 

  課題１：現場の制約状況を踏まえた施工計画・架設工法について 

      （求める提案項目） 

① 工程計画に関する課題の抽出とそれらに配慮した施工計画上の工夫 

② コスト縮減や安全対策を考慮した架設工法に関する創意工夫 

 

  課題２：効率的な維持管理を行うための施設設計について 

      （求める提案項目） 

① 予防保全に有益な監視方法や点検の省力化に資する施設設計の工夫 

② 維持管理に係るコスト縮減や点検時の安全対策に関する施設設計の工夫 

 

  課題３：技術協力業務の実施について 

      （求める提案項目） 

① 技術協力業務の実施方針 

② 技術協力業務の実施手順及び実施体制 
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表－２ 技術提案書評価基準 

課題 求める提案 評価基準 配点 

【課題１】 

現場の制約状況を

踏まえた施工計

画・架設工法につ

いて 

 

① 工程計画に 

関する課題の

抽出とそれら

に配慮した施

工計画上の工

夫 

 

提案内容について、以下の場合に優位に評価する。 

・現場の制約状況を踏まえた工程計画に関する課題

抽出の的確性が認められる場合 

・課題に対する提案内容の実現性、有効性が認めら

れる場合 

 

 

25 点 

② コスト縮減 

や安全対策を

考慮した架設

工法に関する

創意工夫 

提案内容について、以下の場合に優位に評価する。 

・現場の制約状況を踏まえた架設工法の実績があ

り、提案内容の実現性が認められる場合 

・コスト縮減や安全対策に関する提案があり、提案

内容の有効性が認められる場合 

 

25 点 

【課題２】 

効率的な維持管理

を行うための施設

設計について 

 

 

 

①予防保全に

有益な監視方

法や点検の省

力化に資する

施設設計の工

夫 

 

 

提案内容について、以下の場合に優位に評価する。 

・監視方法に関する有益な提案があり、提案内容の

有効性が認められる場合 

・点検の省力化に関する具体的な提案があり、提案

内容の的確性が認められる場合 

 

 

15 点 

②維持管理に

係るコスト縮

減や点検時の

安全対策に関

する施設設計

の工夫 

 

提案内容について、以下の場合に優位に評価する。 

・維持管理に係るコスト縮減に関する提案があり、

提案内容の有効性が認められる場合 

・点検時の安全対策に関する提案があり、提案内容

の実効性が認められる場合 

 

 

15 点 

【課題３】 

技術協力業務の実

施について 

 

 

① 技術協力業 

務の実施方針 

 

提案内容について、以下の場合に優位に評価する。 

・業務目的、現地条件、現場の与条件に対して、適

切かつ論理的に整理されており、本業務を遂行す

るにあたって理解度が高い場合 

 

 

10 点 

② 技術協力業 

務の実施手順

及び実施体制 

提案内容について、以下の場合に優位に評価する。 

・実施手順の妥当性及び手順上の工夫の的確性が認

められる場合 

・本業務の内容と規模に対して、十分な実施体制が

確保されている場合 

 

 

10 点 

  評価点合計の最高点 100 点 
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３参加資格通知 

参加資格の確認は、技術提案書を提出する参加者として適正な資格と必要な実績を有す

るかを確認するもので、令和３年 12 月 23 日～令和４年１月 13 日までの間に２社から参

加申請書の提出があり、提出された参加資格確認申請書について審査を行った結果、２社

とも参加資格を満たしていた。 

その２社に対し、令和４年１月 14 日付けで参加資格及び技術提案書の提出要請を通知

した。 

 

４技術提案評価の結果 

技術提案の評価は、近畿農政局技術提案評価委員会において、総合的な評価により評価

点を付与した。 

結果は、表－３のとおり。 

なお、令和４年２月24日の近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員

会（第２回）で技術提案書の評価結果を諮り、妥当との意見を得た。 

 

表－３ 技術提案書の評価結果 

課題 
求める 

提案 
配点 宮地ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株） 矢田工業（株） 

【課題１】 

現場の制約状況を踏まえた施

工計画・架設工法について 
 

 

提案① 25 17 25 

 

提案② 

 

25 17 25 

【課題２】 

効率的な維持管理を行うため

の施設設計について 

 

 

 

 

提案① 15 10 15 

 

提案② 15 15 10 

【課題３】 

技術協力業務の実施について 

 

 

 

 

提案① 10 10 ７ 

 

提案② 10 10 10 

計 
 

100 79 92 

 順  位 2 位 1 位 
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５優先交渉権者の選定 

技術提案評価の結果、評価点の高い者から順位付けし、第１位の者を優先交渉権者に選 

定し、技術協力業務の契約締結を行った。 

 

６価格等交渉 

亀岡中部農地整備事業桂川西工区橋梁上部工製作据付工事に関する基本協定（令和４年

３月 30 日）に基づき、価格等交渉を実施した。 

価格等交渉は、発注者及び優先交渉権者が、技術協力業務の成果物に基づき、工事費の

見積りの内容その他の本工事請負契約の締結に必要な条件等について協議し、合意を目指

すプロセスである。 

価格等交渉においては、優先交渉権者と設計等の確認を進め、その過程で確認された事

項に基づき工事資材価格や歩掛等の見積条件の妥当性を確認した。 

 

価格等交渉における主な経過は、以下のとおりである。 

【第１回】令和５年 11 月 13 日 

発注者側と優先交渉権者の全体工事費を比較し、価格の乖離要因について意見交換を行

った。（架設工事における鋼材等の輸送費の基地の考え方に差異を確認。優先交渉権者の

製作工場が福島県郡山市（自社）であることを確認し、現場までの輸送費の基地の考え方

を実態に改めることにより、価格の乖離が解消されることを確認した） 

 

７価格等交渉結果に対する意見聴取 

令和５年 12 月 19 日、近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会（第

３回）において、価格等交渉結果を説明し、以下の意見を得た。 

・優先交渉権者と発注者の積算額に著しい乖離はなく、本件の価格等交渉の結果は妥当なも 

のと考えられる。 

 

８優先交渉権者の特定 

価格等交渉の結果及び近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会で

の意見聴取事項について、令和５年 12 月 21 日の近畿農政局入札・契約手続審査委員会に

諮り、矢田工業（株）を優先交渉権者に特定した。 

 

９見積合せ 

実施日：令和６年１月 25 日※ 

※同日、配置予定技術者に関する①資格、②施工経験、③３か月以上の直接的かつ恒常

的な雇用関係にあることを証する資料の提出を受け、問題がないことを確認した。 

 

 



8 

３．契約相手方の決定 

（１）工事名 亀岡中部農地整備事業 桂川西工区橋梁上部工工事   

（２）契約者 矢田工業（株） 

（３）工事場所 京都府亀岡市大井町並河荒内及び上溝地内 

（４）工事請負契約締結日 令和６年２月５日 

（５）工  期     令和６年２月 19 日から令和８年３月 19 日 

（６）契約金額 契約金額 804,584,000 円（消費税及び地方消費税含む） 

 

 

４．総合講評 

  優先交渉権者は、技術提案評価の評価点が優れていた矢田工業（株）に選定し、技術協

力業務の契約締結を行った。 

  優先交渉権者に選定された矢田工業（株）との価格等の交渉は、施工計画に基づく設計

図書等を確定し令和５年 11 月 13 日に実施し、見積り条件等の確認を経て価格等の交渉が

成立するとともに、矢田工業（株）を優先交渉権者に特定した。 

その後、橋梁上部工工事の見積合せが行われ、近畿農政局が設定した予定価格を下回っ

たため、矢田工業（株）と工事請負契約を締結した。 

 

 

５．有識者委員会の意見聴取 

  建設工事及び技術協力業務の契約手続にあたっては、中立かつ公正な審査・評価を行う

ため、「近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会」において、３回の

意見聴取を行った。意見聴取の開催日と審議事項は以下のとおりである。 

 

（１）近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会（第１回） 

【公示前】 

１）開催日 令和３年 12 月７日 

２）審議事項 

     ① 技術提案・交渉方式の適用の可否について 

     ② 技術提案項目及び評価基準について 

 

（２）近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会（第２回） 

【技術提案評価段階】 

１）開催日 令和４年２月 24 日 

２）審議事項 

     ① 技術提案書の評価結果について 
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（３）近畿農政局における技術提案・交渉方式に関する有識者委員会（第３回） 

【価格等交渉段階】 

１）開催日 令和５年 12 月 19 日 

２）審査内容 

     ① 価格等交渉の結果について 

        

 

以上 


